
甲州市市民課



本市は甲府盆地の東部に位置し 北東側には秩父多摩甲斐国立公園の大菩薩嶺をはじめと本市は甲府盆地の東部に位置し、北東側には秩父多摩甲斐国立公園の大菩薩嶺をはじめと
する秩父山系の山並みが連なり、多摩川水系の源流地帯となっています。南部は複合扇状
地が広がり、葡萄や桃など果樹栽培が盛んで日本有数の産地です。

市街地の南西部の標高３３０ｍから大菩薩嶺（２，０５７ｍ）がある東部や北部の山岳
地帯まで標高差のある地形になっています。

本市の総面積は２６４．０１ｋ㎡で山梨県の総面積の約５．９％にあたります。

【土地利用状況】【土地利用状況】
宅 地： 7.4ｋ㎡（2.8％）
農用地： 21.8ｋ㎡（8.3％）
森林等：210.9ｋ㎡（79.9％）
その他：23 91ｋ㎡（9 0％）その他：23.91ｋ㎡（9.0％）

（平成20年第1次甲州市総合計画）

【総人口】34,305人
年少人 （ 歳以下） 人（ ％）年少人口（14歳以下） 4,174人（12.17％）
生産年齢人口（15歳～64歳）19,879人（57.95％）
老年人口（65歳以上） 10,252人（29.88％）

（平成25年8月1日現在）（平成 年 月 日現在）

【就業人口】
第1次産業：23.2％
第2次産業：19 8％第2次産業：19.8％
第3次産業：54.8％ （平成22年国勢調査）
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甲州市は平成１７年１１月に（塩山市・勝沼
町・大和村）の３自治体が合併をして発足しま町 大和村）の３自治体が合併をして発足しま
したが、平成２３年１１月のデマンドバス実証
運行まで、新市の交通体系のすり合わせ、又調運行ま 、新市 交通体系 すり合わ 、又調
整がされておらず、市の交通基本計画も策定さ
れていませんでした。そのため、平成23年11月
のデマンドバスの導入にあたり、甲州市の交通
基本計画である「甲州市地域公共交通総合連携
計画 を国 補助金を頂き作成 又協議機関で計画」を国の補助金を頂き作成、又協議機関で
あった「地域公共交通会議」に予算（会計）を
持たせて市の法定協議会として設立しました持たせて市の法定協議会として設立しました。
今後、国の補助金を頂きながら「甲州市生活交
通ネットワーク計画」を推進しています通ネットワーク計画」を推進しています。
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• 甲州市の高齢化率は、平成25年8月1日現在29.88％であり、
30％を超えるのは時間の問題となっている。

• デマンドバス導入前のバス事業費は1億2,000万/年間かかっ
ており、空気を運んでいるのか等との非難の声が出ていた。

• 様々な乗客増加の施策(学童、観光を絡める、無料バス券の発様々な乗客増加の施策(学童、観光を絡める、無料バス券の発
行等)を試したが上手く行かず。乗車率が増えない。中途半端
な施策な感じは否めなかった。

住民は自己防衛を始めた。

自分達で乗り合いタクシーを始めた。

住民から改善の声が上がった。住民から改善の声が上がった。
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・ 団塊世代が後期高齢者になる2025年がポイント

（2025年問題：医療費 社会保障費）（2025年問題：医療費・社会保障費）

・ 山梨は飲酒運転率が高い

平成23年度、飲酒運転検挙率全国2位
運転免許証返納を急ぐ必要がある。（高齢者の事故運転免許証返納を急ぐ必要がある。（高齢者の事故
の増加）

しかし、公共交通が充実していない現状がある。しかし、公共交通が充実していない現状がある。

今導入しないとダメだ！今導入しないとダメだ！

今の高齢者は譲り合い、感謝の心がある。
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独居老人、その他交通弱者（交通弱者の範囲
があいまいだが 高齢者・児童・生徒・障害があいまいだが、高齢者・児童・生徒・障害
者等優先順位をつけることが必要）

独居老人を外出させることに意味がある独居老人を外出させることに意味がある。

ケータリングや弁当配送ではダメ（買い物の
楽しさ、生きがい）

外出することで認知症や寝たきりにさせない外出することで認知症や寝たきりにさせない
ようにすることが大事

後期高齢者会計の増加後期高齢者会計の増加

元気な老人を作らないと医療費が増加する
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・ 甲州市のバスの収支率については、平成23年度約
10％足らず、事業自体の収支率を上げるには、バス
料金の値上げが簡単だが 採算が取れれば民間交通料金の値上げが簡単だが、採算が取れれば民間交通
事業者が撤退せず廃止路線にならない。

間接的な効果
甲州市の平成25年度一般会計175億円に対して、国保会計44
億円 甲州市の後期高齢者会計3 5億円 介護保険会計30億億円、甲州市の後期高齢者会計3.5億円、介護保険会計30億
円、合計77.5億円。

この医療費を減らすのが急務。

院 療費を 院 変 だ 幅 療費 削減入院医療費を通院に変えるだけで、大幅に医療費は削減で
きる。（国保会計の8割は入院医療費）

寝たきり老人を作らず、高齢者に元気になってもらう。寝たきり老人を作らず、高齢者に元気になってもらう。

赤字の公共交通でも医療費より安い。

タクシー券を全戸配布という意見もあったが、バス対策に
対して何の解決にもならない対して何の解決にもならない。
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実証実験（旧塩山地区）

約4 000件のアンケ ト実施（７０歳以上）約4,000件のアンケート実施（７０歳以上）

地区説明会、出前講座実施

議会説明、市議会各会派説明、全員協議会開催
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中心部に共通エリアを

設け 方面別と市街地設け、方面別と市街地

の５エリアを設置

玉宮
①

②

松里

玉宮

神金

①
③

奥野田

共通市街地

④
⑤

共通市街地
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バス停の設置
バス停は都市計画図で作成し、半径200m以内を目途に設置(公共
施設 ごみステーション等)施設、ごみステ ション等)

結果としては200mは近すぎた300mでも良かった。
200mは高齢者の最低限歩ける範囲。

バス停を設けることにより、高齢者はお互いの安否確認ができる 又、バス停を設けることにより、高齢者はお互いの安否確認ができる。又、
乗り合い率が高まる。

基本的な法則を決めて区長に決定させる方法（市民協働）も取り
入れた入れた。

住民の参加意識も高まる。
実際に一部地域は、地区区長が設置。
バス停の変更は 区長申請で臨機応変に対応バス停の変更は、区長申請で臨機応変に対応。
平成24年11月から玉宮地区独自でアンケート実施
→ 地区要望(デマンド)で定時運行開始。

バス停にはパネルを設置した。
アルミ製
454ヵ所設置 取り付け費込で約200万
パブリ クスペ スで許可を取らなくて良い場所を中心に選定パブリックスペースで許可を取らなくて良い場所を中心に選定
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100回以上
10回以上
1回以上

0回0回

※※乗降所設置数乗降所設置数
454454箇所箇所
（すべて共通乗降所）（すべて共通乗降所）（すべて共通乗降所）（すべて共通乗降所）
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市の交通事業者、タクシー事業者は5社、バス事
業者1社である。公共交通会議のメンバーにも
なっている。事業者の選定にあたっては、デマン
ドバスは半ば相乗りタクシーであるため、タク
シ 事業者にと ては 今までのタクシ 乗客をシー事業者にとっては、今までのタクシー乗客を
デマンドバスに取られる心配がある。公共交通会
議で反対される しかし何回も事業者と協議を重議で反対される、しかし何回も事業者と協議を重
ね、議論をして、エリア決定、運行状況を決定し
た、又現在も常に事業者、運転手、オペレーター、た、又現在も常に事業者、運転手、オ レ タ 、
市とのコミニュケーションが必要である。業者に
丸投げではだめである。そのため自治体の責務と
してのシステム配置 乗降履歴の確認 GPSによしてのシステム配置、乗降履歴の確認、GPSによ
るバス運行の管理をしていく。（実際タクシーの
乗客が2割減った報告も受けている）乗客が2割減った報告も受けている）
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当初はランニングコストを考え、ディーゼル
車両を検討したが 1台当たりの単価及び改造車両を検討したが、1台当たりの単価及び改造
費が高く1台約500万円弱となってしまう、検
討した結果トヨタのハイエースを5台購入した討した結果トヨタのハイエースを5台購入した
（1台当たり320万円。一部、ステップ、室内
LEDライト 手すりを設置した）燃費についLEDライト、手すりを設置した）燃費につい
ては1日約100ｋｍ走行して月に5台で30万円
前後であるので経費的にも問題はない前後であるので経費的にも問題はない。
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60ヵ所以上で行った。

人を集めるのではなく 人のいる所に行く人を集めるのではなく、人のいる所に行く。
（出前講座）

敬老会、転倒予防教室、民生委員定例会、老人会、
各地区区長会、小中学校校長会等

夕方の説明会では人は来ない。

地区説明会は夕方の計画をしたが（主な利用地区説明会は夕方の計画をしたが（主な利用
者が）明るい時間帯に行動しているため、昼
間の時間帯の方が効率よく説明できた。間の時間帯の方が効率よく説明できた。
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オペレータは非常に重要である。

システムだけでは乗り合い率は上がらないシステムだけでは乗り合い率は上がらない。

オペレータの対応によって乗車率が変わる。

高齢者は、生活リズムが今までと変わらないし、
変えない。しかし、予約は先着なので第1希望が変えな 。しかし、予約は先着な で第 希望が
入らない場合は、第2希望、第3希望とオペレー

ターが薦める。システムは完璧ではないのでオタ が薦める。システムは完璧ではないのでオ
ペレーターのマンパワー（能力、対応）が重要
となってくる。となってくる。
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運行開始 ：平成23年11月1日～

運行エリア ：5エリア

予約 ：電話予約

予約受付時間 ：8：00～17:00

予約期間 ：1週間前から直近60分前まで予約期間 ：1週間前から直近60分前まで

予約上限数 ：20件

運行日 ：月～土曜日（祭日を除く）

運行時間 ：8：00～18：00

車両台数 ：5台

乗車人数 ：9人乗車人数 9人

料金 ：300円 未就学児 無料

登録者数 ：1,612人（平成25年7月31日時点）

※利用者 乗降場の登録作業は市役所が担当※利用者・乗降場の登録作業は市役所が担当
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公共交通しか移動手段がない利用者には大変、
感謝されている。感謝されている。

クレームを言うのは、比較的利用しない人（利
用したことがない人）名前を名乗らないクレー用したことがない人）名前を名乗らないクレ
ムは、受け付けない。

名前を名乗るクレームについては即座に対応す名前を名乗るクレ ムについては即座に対応す
る、ある程度事業者も対応するが、市も対応で
きる体制作りは必要である。きる体制作りは必要である。

常に市民ニーズに対応したデマンドバスシステ
ムをソフト会社と調整しながらカスタマイズをムをソフト会社と調整しながらカスタマイズを
していく、各地域にあった、その市独自のデマ
ンドシステムアプリケーションを構築する。ンドシステムアプリケ ションを構築する。
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デマンドバスについて

1 乗合率 向上が重要（デ ンドCA 放送 乗り方1. 乗合率の向上が重要（デマンドCATV放送、乗り方
教室の実施）

2 経路運行 導入2. 経路運行の導入

3. デマンドの定時定路線運行（予約）
（平成 年 月から玉宮地区定時運行開始）（平成24年11月から玉宮地区定時運行開始）

4. GISによる、バス乗客の需要予測、システムの構築
（デ ド 定時）（デマンド、定時）

5. 高速バスへの連携（一次交通化）

6. 料金外収入の確保（デマンドバス広告）
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デマンドバスを導入して判ったことは、デマンド
バスは市の公共交通の問題を全て解決できるシス市 公共交通 問題 解決 き
テムではないということ。やはり基本は、従前の
定時定路線運行バス、しかし、利用者の希望通り
便数を増やすことは何の解決にもならない 最低便数を増やすことは何の解決にもならない。最低
限の便数を確保しながら、その補完的な対応をデ
マンドバスで対応する また タクシーも地域のマンドバスで対応する。また、タクシーも地域の
重要な公共交通であり自治体の過剰なデマンドバ
スサービスは、タクシー、民間定時バスの乗客領スサ ビスは、タクシ 、民間定時バスの乗客領
域を侵すことであり、自治体がそこまでする必要
は無い。地域の交通事業者は、地場産業であり、
そ 事業者 方々と共存共栄すべきである デその事業者の方々と共存共栄すべきである。デマ
ンドバスは、ある程度不便さを残すことが必要で
あると思うあると思う。
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